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ス　ギ 1,008 421.37 フォワーダ新設 685 スギ 150 150

ヒノキ 8,489 2,466.68 フォワーダ修理 4,181 ヒノキ 445 445

小計 9,497 2,888.05 C材等 1,145 1,145

ス　ギ フォワーダ新設 245 スギ

ヒノキ 1,534 431.07 フォワーダ修理 595 ヒノキ 85 85

小計 1,534 431.07 C材等 175 175

スギ計 1,008 421.37 フォワーダ道新設 930

ヒノキ計 10,023 2,897.75 フォワーダ道修理 4,776

合計 11,031 3,319.12 C材等計 1,320 1,320 30 1,290

森林作業道計 5,706 一般材計 680 680 50 630

C材等計 1,320 1,320 30 1,290
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１　作業内訳

作業種 国有林 区域面積 控除面積 契約面積 植生等 作業区分 人員輸送 つる本数 伐採数量 植栽本数

（ha） （ha） （ha） 開始 期限 の状況 （下刈年次） 距離(km) (本/ha） (本/ha） （本）

山野 除伐 猩々 2031 ほ H25 7.30 7.30 契約日の翌日 R8.11.30 緩 難 人機併用 全刈 通勤（車） 9.5

本城 除伐 山ノ神 2014 ら H29 1.75 1.75 契約日の翌日 R8.11.30 緩 中 人機併用 全刈 通勤（車） 8.2

本城 除伐 岩坪 2102 や H29 10.45 2.08 8.37 契約日の翌日 R8.11.30 中 中 人機併用 全刈 通勤（車） 13.1

本城 除伐 岩坪 2103 ら H31 3.22 0.49 2.73 契約日の翌日 R8.11.30 中 中 人機併用 全刈 通勤（車） 18.3

本城 除伐 岩坪 2104 い H31 7.04 7.04 契約日の翌日 R8.11.30 緩 中 人機併用 全刈 通勤（車） 18.3

本城 除伐 小床 2107 よ H29 3.21 3.21 契約日の翌日 R8.11.30 緩 中 人機併用 全刈 通勤（車） 17.9

計 32.97 2.57 30.40

【留意事項】 １　林齢は植栽年度を１年とした累積年である。

２　傾斜区分は、３１度以上：急、２１～３０度：中、２０度以下：緩である。

３　植生等の条件は、作業地における植生等の難易度を示すものである。

４　作業着手は事業計画書の承認が必要である。

２　作業箇所位置図

　　別添のとおり
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